
平成 26年度 第 1回人生二毛作推進県民会議の意見交換の進め方 

 

 平成 25年度県民会議の結果を受けて、平成 26年度 4月から新たに「シニア活動推進コーディネータ

ー」が長野・上小・諏訪の３地域に設置されました。 

 平成 26年度第 1回県民会議では、シニア活動推進コーディネーターの活動報告及びそこから見えて

きた以下の課題についてグループでの意見交換(ワールドカフェ方式)を行い、高齢者が活躍できる具

体的な取組(成功モデル)へつなげていきます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ワールドカフェの進め方＊ 

 

(1)興味・関心のあるテーマごとのテーブルに任意で分かれて座る。(1 テーブル５～６人) 

・意見交換を３ラウンド行い、各ラウンドでメンバーを入れ替える。 

・全ラウンドを通して、テーブルの模造紙に、気付いたこと、発見したこと、意見など、自由に書き込む。 

 

(2)話し合いの前に、テーマを模造紙中央に大きく書き込む。 

【１ラウンド】テーブルごとに、「進行役」※を決め、テーマについて自由に意見交換を行う。 

       ※「進行役」は席の移動はしない。 

【２ラウンド】「進行役」はテーブルに残り、他の人は自分の興味のある他のテーブルに移動する。 

       「進行役」は、ラウンド１でどんな話があったか、新たなメンバーに説明し、引き続き同

じテーマについて意見交換する。 

【３ラウンド】再度テーブルを移動し、ラウンド２と同様新たなメンバーでの意見交換を行う。 

 

 (3) 最後は、各テーブルの模造紙を張り付け、意見の共有を行う。 

 

 

【テーマ A】 シニア層の子ども・学校支援について 

 

【テーマ B】 退職前のインターシップ・人材バンクについて 

 

【テーマ C】 シニア層の地域づくりへの参画について 

 

シニア活動推進コーディネーターの活動から見えてきた課題 

資料５ 


